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1103億6000万円
（前年度比：48億５０００万円増）

一般会計 １１０３億６０００万円 （前年度比：4.6％増）

＜予算規模の推移＞
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一般会計 １１０３億６０００万円 （前年度比：4.6％増）

… 松本市の政策判断により実施するもの

＜予算規模増の主な要因＞

項目 Ｒ６年６月補正後との差額 内容

人件費 １１．９億円 人事院勧告による

波田中央運動広場整備事業費 ４．６億円 単独事業

自立支援福祉事業費 ４．９億円 社会保障関係費

私立保育所等運営事業費 ５．９億円 人件費増による

児童手当給付事業費 １１．３億円 国制度改正に伴う

エコトピア山田再整備事業費 ５．２億円 補助事業

山田地区クラインガルテン整備事業費 ３．７億円 単独事業

四賀有機センター施設廃止事業費 ３．４億円 単独事業

長寿命化改良事業費（小学校費） ５．２億円 補助事業

旧市立博物館解体事業費 ４．０億円 単独事業

※ 金額は概算

歳出



重点戦略 事業数 予算額

① 人口定常化戦略 ５１ １８ 億 5065 万円

② 新交通戦略 ２８ １７ 億 ５２２ 万円

③ 市街地活性戦略 ３６ １０ 億 8133 万円

④ 地域拠点戦略 １７ １０ 億 ４３１ 万円

⑤ グリーン・デジタル戦略 ２４ １０ 億 6047 万円

合 計 １５６ ６７ 億 １９８ 万円

【５つの重点戦略】

一般会計 １１０３億６０００万円 （前年度比：4.6％増）
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◎ 多子世帯保育料見直し事業 ２億４０５１万円

第２子以降の保育料を無料にし、子育て世帯を経済面から支援 （うち、歳入減収分 １億２８６９万円）

◎ 地域型保育事業 ２億７８０７万円

待機児童解消のため、民間事業者による小規模保育事業所の開設経費を補助

◎ 保育士移住支援事業 ３００万円

県外から移住して市内の保育施設に勤務する保育士に対して家賃を補助

○ 部活動の地域移行促進事業 ２６８１万円

「まつチャレ」が活動しやすい体制整備のため、公共施設予約システムの改修や指導者研修を実施

○ まつもと住まい誘致プロジェクト事業 １５６９万円

移住者を受け入れる取組みを積極的に行う地区に対する交付金を新設

◎新規 〇拡充

結婚・出産・育児支援の充実や多様で最適な教育環境の整備などにより、女性と若者に選ばれるまちを目指します。

①人口定常化戦略 ５１事業 １８億5065万円
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○ 交通決済キャッシュレス化事業 ２億５４８６万円

令和８年春の供用開始に向け、一般路線バスに地域連携ＩＣカードシステムを導入

◎ 交通空白地有償運送補助事業 ８００万円

交通空白地において地域住民等が運営する有償運送事業を支援

◎ 地域ボランティア輸送等支援事業 ９９万円

地域住民が行うボランティア輸送の取組みに対して保険料等の経費を補助

【自転車活用先進都市の実現】 ３３３４万円

サイクルツーリズムのさらなる推進を図るとともに、自転車を安全・快適に利用できる環境を整備

【需要に即した道路整備の推進】 ８億３２５６万円

外環状線（月見橋架替え）など観光振興や地域活性等の観点から重要な路線・橋りょうの整備を推進

令和６年度 ６月補正予算案

公共交通の維持強化や移動支援ネットワークの構築などにより、持続可能な交通網整備に取り組みます。

②新交通戦略 ２８事業 １７億５２２万円

◎新規 〇拡充
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◎ スタートアップ推進事業 ８１０万円

市内から起業家やスタートアップ企業を生み出すため、段階的な支援を行う育成プログラムを実施

◎ 東アジア文化都市事業 １０００万円

中国・韓国の選定都市との文化交流事業「東アジア文化都市」の令和８年開催に向けた取組み

◎ 史跡松本城サイン・動線計画策定事業 ８１５万円

史跡松本城の周遊性向上及び魅力の周知を図るため、適切なサイン・動線計画を策定

○ 海外誘客プロモーション事業 ２４６１万円

宿泊施設や飲食店における宗教的・文化的食習慣に対応した受入環境整備を支援

○ まちなか観光DX推進事業 ３９２６万円

市街地の周遊性・利便性向上のため、公衆無線LANを松本駅から松本城埋橋まで拡大

国際文化観光都市の実現に向けた観光地づくりに取り組むとともに、中心市街地の再設計・再活性を推進します。

③市街地活性戦略 ３６事業 １０億８１３３万円

◎新規 〇拡充
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地域拠点機能を強化するとともに、自治組織の再構築により「多極集住」の実現を目指します。

④地域拠点戦略 １７事業 １０億4３１万円

◎新規 〇拡充

◎ 地域重点プロジェクト事業 １０７２万円

地域課題の解決や地域活性化を図るため、緩やかな協議体等が重点的に実施する取組みを支援

◎ 地域チャレンジ応援事業 ７００万円

地域の担い手人材育成のため、住民の自主的・自発的な地域活動を支援

◎ 公共施設公共Ｗｉ-Ｆｉ整備事業 ２１１４万円

各地区公民館の公衆ＬＡＮ無線機器更新に加え、増設して利用可能な部屋数を拡充

◎ 防災アセスメント事業 １７４６万円

地域の防災力強化を図るため、地区別の災害時被害想定データを収集・分析し、課題点を明確化

○ 時代に即した持続可能な消防団への改革事業 １５５０万円

女性と若者の入団促進のため、女性副団長を登用するほか、公共施設等の利用優待により福利厚生を充実
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再生可能エネルギーの普及やグリーンインフラの整備、デジタルシティの推進を図ります。

⑤グリーン・デジタル戦略 ２４事業 １０億６０４７万円

◎新規 〇拡充

◎ 市有施設太陽光発電設備等導入事業 ８８４万円

導入可能性調査結果に基づき、市有施設へ太陽光発電設備をPPAにより設置

◎ 住まいのゼロカーボン推進事業 ２億１７８５万円

既築住宅に対する再エネ設備設置補助を増額、新築住宅に対する補助メニューを追加

〇 グリーンインフラ推進事業 ３１４７万円

トライアングルエリアのくつろぎ空間創出のため、中町の藤棚、松本駅お城口広場の植栽・ベンチ等を整備

〇 スマート農業推進事業 ３６３７万円

農業法人等がスマート農業推進に必要な設備を導入した際の補助限度額を拡大

◎ スマート図書館事業 １億１０６２万円

利用者の利便性向上のため、図書のICタグ化及び図書館システムLINE連携サービスを導入
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一般会計 １１０３億６０００万円 （前年度比：4.6％増）
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一般会計 １１０３億６０００万円 （前年度比：4.6％増）
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712億

＊それぞれ年度末残高（R6、R7は見込額）

一般会計 １１０３億６０００万円 （前年度比：4.6％増）



億円
＜財政調整基金の残高＞
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126億円

＊それぞれ年度末残高（R6、R7は見込額）

一般会計 １１０３億６０００万円 （前年度比：4.6％増）

【残高の目安 123億3991万円】
（標準財政規模 616億9957千円 × 20%）



現行 変更後（4月～） ※既存の認定事業所は更新期限を待たず申請可能

認定名称 ｅｃｏオフィスまつもと ｅｃｏオフィスまつもとＧｒｅｅｎ＋（グリーンプラス）

認定期間 2年 3年

取組項目 31項目 37項目

認定方法

特典
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環境・地域エネルギー課

事業者による環境配慮の取組活性化

平成27年から省エネやごみの減量化など、環境に配慮した取組を行っている事業所を認定
「ｅｃｏオフィス
まつもと」

開始から１０年を機に取組項目を見直し、事業所が認定を受けやすく刷新

ｅｃｏオフィスまつもと認定制度をリニューアル

・認定証・認定ステッカー交付
・認定ロゴマークの使用
・総合評価落札方式による入札時の加点
・補助金の申請 など

・現行の特典は継続

4月1日から
開始

・総合評価落札方式における入札時の加点が拡充

令和７年１月末時点
57社が認定

46％ 62％ 79％

全取組項目の達成度に応じ、
3段階で星を付与

全取組項目

ゼロカーボン推進部門
（温室効果ガス排出削減）

65％

取組項目を3部門に分け、1部門につき６５％以上達成で1つ星を付与

ごみ減量推進部門
（廃棄物の削減）

エコ・コミュニティ部門
（生活・自然環境の保全と適正利用）

65％ 65％

3つ星獲得 かつ 全取組項目90％以上達成 マスターランク認定

・・・0.3点

・・・0.5点

・・・1.0点

・・・1.3点マスター 新設


